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いざ、憧れの日高へ                         

 

 日高 ヌピナイ川左俣遡行～右俣下降ヌピナイ川左俣遡行～右俣下降ヌピナイ川左俣遡行～右俣下降ヌピナイ川左俣遡行～右俣下降 

                         斎藤(健)・栗原 

 

【日時】 2008年8月9日～11日 

【メンバー】栗原Ｌ・斎藤(健) 

 

 ８月８日（金） 

 千歳でレンタカーを借り、無料の高速道路を通っていざ日高へ。途中、大きなエゾ鹿

にぶつかりそうになり、ちょっとヒヤッとしたが、大樹町の道の駅に到着。満天の星

空のもと、私は地面に直接寝る。 

 

８月９日（土） 

 カーナビをヌビナイ川右俣とクマの沢出合あたりにセットしスタート。途中、橋が工

事中で大きく遠回りしたりしながら林道に到着。ところが、あと８ｋｍぐらいのとこ

ろで”この先崩壊につき通行止め”の看板とバリケードが。しょうがないので、車を

止め装備を整え歩き出すことに。ところが、３０ｍ進み崩壊現場を見てみるとなんと

か通れそう。車に引き返し、私が運転するということで崩壊現場を車で通過。さらに

道を間違えたりしながらなんとかクマの沢脇の林道終点に辿りついた。 

 青い空、白い川底、エメラルドグリーンの水、白い水飛沫、そして日高の濃い緑の森。

とても美しい川だ。下流部は、開けたゴーロを快適に歩いていく。 

 しばらく行くとエゾ鹿の角を発見。後で聞いた話だが、最近、日高ではエゾ鹿が増え、

ヒグマはエゾ鹿を食べて暮らしているそうだ。おそらく、この鹿もヒグマに食べられ

たのだろう。今回、ヒグマ対策は、栗原さんの鈴のみ。札幌の秀岳荘にスプレーが沢

山置いてあったが、購入は見合わせた。その代わり、私はエキノコックス用に浄水フ

ィルターを持参した。 

 そのうち、淵や小滝が出てきて快調に突破していく。突破できない滝には明確な巻き

道がついている。クランク状ゴルジュ、巻けば簡単だが水線沿いに突破したりして楽

しむ。前日、右俣とクマの沢を間違えた、ぶなの会のメンバーがつけた足跡が続く。

そうとも知らない私は、テン場の賑わいを想像しながら進む。1266m地点に至る沢の奥

に１００ｍの大滝を認め、沢の大きさに感嘆する。トヨニ北峰への１：１二俣（586m

地点）を過ぎると、５ｍの直瀑が現れ、明日へ備え、右岸から直登させてもらう。さ

らにその奥の７ｍは滝の近くに左岸からの巻き道がありそれを利用。淵、小滝が続い

たあと、右岸を巻いた後に出てくる５ｍの滝。右岸から直登するも上の方がいやらし

いので念のためお助けを出す。そのまま登ってしまったが、よく見るとハーケンが打

ってあった。ここを超え、しばらく進むと１：３の二俣が現れ右に進むとそこが655m
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地点のテン場だった。開けた広いテントスペースと、山の中のこじんまりしたスペー

スがあり、我々は山の中にタープを張った。 

 夕食の準備をしていると雨が降ってきたため、夕食をかき込み、この日は早目の就寝

となった。 

 

８月１０日（日） 

 雨の影響は特に無かったようで、水量は変わらず。今日は、時間との勝負なので、早

目に出発した。 

 ３：１の二俣でどちらに進むのか迷う。右手のゴルジュの淵をへつり、５ｍの滝を巻

いて奥まで見に行くが、その先、悪そうな滝があり、超えられそうにないので、一旦、

二俣まで戻ってくる。今度は、水量の多いほうに進むと２０ｍの立派な直瀑が。栗原

さんが持っていた資料で、こちらは1338mへ突き上げる沢だと判明。ゴルジュの淵に戻

ることに。 

 先ほど一旦超えた淵や滝を再度越え、見上げると左手から３０ｍの滝が落ちてきてい

る。とても登れそうにないので、水飛沫を上

げながらガレに取り付き大高巻き。樹林帯ま

で上がりトラバースを開始。木もまばらで、

細い草をまとめてつかむが、ブチブチ切れる。

なんとか我慢しながら、途中のルンゼ２つを

超え進んでいく。「怖いよぉ～」と言いなが

ら、栗原さんにお助けを沢山出してもらう。

そして、落ち口を超え、１５ｍほどの懸垂下

降で沢に復帰した。今回、この大高巻きが一

番の核心に感じた。 

 大高巻きを終えると、「北海道の山と谷」

に写真が載っている５０ｍの大滝が出てく

る。傾斜が緩いのでそのまま、栗原さんと二

人で登っていく。ちょっとヌメっていていや

らしい。２０ｍの滝、小滝連続を過ぎると、

左右両側からⅤ字になって落ちている４０

ｍの滝に。ここも、なんなく超えられそうだったので、またもや二人でそのまま登っ

ていく。ここも、ヌメっていて注意が必要だ。 

 

 目の前に２０ｍの直登できない滝が現れる。栗原さんは、滝の右岸側の側壁を登る気

満々だったが、上部がのっぺりしていてホールドが乏しいため、あきらめてもらい高

巻き。この高巻きは薮漕ぎ風なので怖くなくて快適。栗原さんは、クライムダウンで

沢に降り、私は懸垂で沢に降りた。 
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 ５ｍの滝、７ｍの滝をやり過ごすと雪のブロックが現れた。過去の記録だと、この辺

は、雪渓で覆われている部分だが、今年は完全に沢が姿を現していた。沢は右手に屈

曲していき、直登できない２０ｍの滝が現れる。巻いた先が見えないため、右から巻

くか左から巻くか悩むが行き詰ると戻りにくいスラブ壁のトラバースよりも、１０ｍ

ぐらい高く巻くが元の位置に復帰可能でホールドスタンスが豊富そうな垂壁を選んだ。

荷物を栗原さんに預け、多少ハングした垂壁を最初に登り、ハーケンで確保支点を作

成。荷物を２つ上げた時点で、栗原さんがそのまま上がれそうということで登ってき

てもらう。ちょっと進んだところでクライムダウンして、一旦、沢の様子を伺うが、

さらに１０ｍの直登不能な滝が控えていたため、スラブをさらに登り巻きなおす。最

後は、潅木を支点に懸垂１５ｍでルンゼに降り立ち、そこを下って沢に復帰した。 

 この後も３０ｍ、２０ｍ、２０ｍ、３０ｍ、３５ｍの滝と続き、ヌメりもあり気が抜

けない。 

 だんだんと源頭の雰囲気になり水量が少なくなってくる。ボルダー課題が沢山でてき

て楽しくなり、あんな登りやこんな登りということで、栗原さんとは違うルートを試

しているうちに、５ｍぐらいの壁で行きづまってしまう。栗原さんにお助けを出して

もらおうとするも、変なところで遊んでいるため、お助けが届かず。しょうがなく、

クロスムーブを駆使して自分で復帰。 

 ついに水が涸れ、ハイマツ帯が始まる。薮漕ぎ中、いろいろなものが引っかからない

ように、途中、ガチャ類をしまいカッパを着込む。このとき、誤ってスタッフバック

をハイマツの中に落としてしまった。気づいたのは、この日のテン場に着いてからな

のだが、シュラフカバー（唯一の寝具）、ライト、眼鏡、コンタクト、防虫ネット、

薬、携帯やカメラの予備バッテリーなど自分にとって重要なものを一切合切失ってし

まった。この晩以降、私はゴミ袋で夜を過ごす羽目に。 

 ハイマツの所々に生えている潅木にはテープで印がついていて、それを目印に進んで

いくと、３０分ほどで頂上直下２０ｍほどの稜線に辿りついた。 

 頂上で栗原さんと握手をし、検討をたたえあった。ガスが出ていて景色は無いが、久

しぶりに抜け遂げた達成感を味わうことができ幸せな瞬間だった。（以上斎藤記） 

 

8月11日(月) 

前夜、ヌピナイの上二俣まで下降して泊まるが、そこにはぶなのパーティがいて、

焚き火やら天場やらお借りし、ありがたくも楽しい夜を過ごさせてもらった。 

今日は出来れば下まで下山する予定で、ぶなのパーティがピリカヌプリに向けて出

発した後、我々もソエマツ岳に向けて出発する。コースはぶなの方のアドバイスに従

い、左沢を遡行して右沢から降りてくるコースにした。ソエマツの左沢は、ナメや小

滝が連続し、楽しく登れる。上部で一旦左に進路を取るも、引き返して右に取り直す。

水が涸れ、沢が開けると、低い薮の混じった草原になる。最後ハイマツが出てくるが、

一瞬で終わり、ソエマツ岳の山頂に飛び出した。少し景色を楽しんでから、下山にか
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かる。くだりはゴーロと聞いていたが、ナメ滝のようなところが所々あり、慎重に巻

き下る。途中からはゴーロになった。天場の二俣に降りてくると、ちょうどぶなの方々

が天場を撤収して出発するところだった。我々も少し休憩してから、後を追う。二俣

から下り始めると、すぐにナメ、そして

七ツ釜が現れた。釜に流れる水がとても

美しい。思わず足を止めて見とれてしま

った。その後もナメや釜が続く。なるほ

ど、多くの人が入る訳だ。だが、途中か

らはゴルジュになり、巻き下りとなる。

この高巻きは、踏み跡ははっきりしてい

るがスラブのトラバースのような所も

あり、意外と悪かった。上から覗くと、

ゴルジュが良く見える。これもとても美

しい。途中でぶなのパーティに追いつき、

先を行かせてもらう。何ヶ所か高巻きを

繰り返すと、あとはゴーロ歩きとなる。

2時間くらい歩くと、右手から沢が合わ

さり、テープがたれていた。「ここがク

マの沢の出合？」とも思ったが、それに

しては少し沢が小さいようだったので、

「違うかな?」とやり過ごしてしまった。果たして、沢幅はだいぶ広くなり、方向を変

え始めて、やはりさっきのがクマの沢出合だったと、途中の枝沢から林道に這い上が

った。あとはテクテクと行き過ぎた林道を歩き、車に戻った。 

 

【グレード】ヌピナイ川左俣4級、右俣2級 

【行程】 

8/9(土) 林道終点P(9:20)－入渓(9:23)－586m1:1二俣(12:34)－655mC1(14:00) 

8/10(日) C1(5:30)－3:1二俣(6:00/6:40)－大高巻き(7:00/7:50)－ハイマツ帯

(13:30)－ピリカヌプリ(14:00/20)－ヌビナイ川右俣上二俣C2(17:00) 

8/11(月) C2(5:20)-ソエマツ二俣(5:50)-ソエマツ岳(8:25/8:45)-ヌピナイ上二俣

(11:35/11:55)-クマの沢出合(16:15)-林道17:00-車止め17:40 

【地図】ピリガイ山・神威岳・ヌピナイ川上流・元浦川上流・ピリカヌプリ・トヨニ岳 
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